
【ワークシート⑥】　第２段階ワークシート：パフォーマンス課題のチェックリスト

※すべての項目を埋める必要はありません。
※太字の項目はとくに重要な項目です。

観点１：そのパフォーマンス課題は，めざしている成果にマッチしていますか？

課題は，設定した「本質的な問い」を追究するようなものとなっていますか？ □はい　□いいえ

課題は，この単元の重要な内容についての「理解」を求めていますか？ □はい　□いいえ

課題は，専門家や大人が直面するような，現実的な課題に挑む場面をシミュ
レーションするものとなっていますか？

□はい　□いいえ

課題は，教科書の内容を書き写すことや，決まった手順を繰り返すこととは
異なる，子どもたち自身の思考やパフォーマンスを求めていますか？

□はい　□いいえ

課題で評価される学力は，ペーパーテストで測ることのできる学力（個別の
知識・技能）とは区別されるものですか？

□はい　□いいえ

観点２：そのパフォーマンス課題は，指導するときに重要なものとなっていますか？

課題は，単元の山場（最も重要な時間）に位置づくようなものですか？ □はい　□いいえ

課題は，すぐに答えが出ず，子どもたちの多様な考え方を引き出すものです
か？ 時間をかけて考えるに値するものとなっていますか？

□はい　□いいえ

課題は，子どもたちにとって挑戦的なものとなっていますか？ 課題は，子ど
もたちを適度に背伸びさせるものですか？

□はい　□いいえ

課題に取り組んだ子どもたちの作品や実演を評価することで，次の指導に役
立つ情報を得ることができますか？

□はい　□いいえ

観点３：そのパフォーマンス課題は，子どもたちにとって大切なものとなっていますか？

課題は，GRASPS の要素をふまえてつくられていますか？ 子どもたちに求められて

いる成果や役割，基準がはっきりしていますか？
□はい　□いいえ

課題は，子どもたちが「この課題をやってみたい」と思えるような，魅力的
なものとなっていますか？

□はい　□いいえ

課題は，子どもたちが「これは取り組む必要がある大事なことだ」と思える
ような，切実なものとなっていますか？

□はい　□いいえ

課題への子どもたちの取り組み方には，ある程度の自由が認められていますか？ □はい　□いいえ

子どもたちに示す課題の説明は，過不足なく簡潔なものとなっていますか？
（意図的に余分な説明を入れている場合は除きます）

□はい　□いいえ
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